
図 1  三段構えの指導  小貫・桂(2014） 

教育相談研究部 研究報告（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 研究主題 

すべての児童生徒への教育相談的手法の研究 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

 学校現場には、発達障害疑いや不登校、複雑な家庭環境など背景は様々であるが、教師として

はすぐにでも手を差し伸べたい児童生徒がすぐそばにいる。しかしながら、どのように児童生徒

にアプローチをすればよいか、手探りのケースも少なくない。そこで、今年度の研究では、すべ

ての児童生徒へどのような手立てで支援することがより有効か、さらに考えを深め、教育相談的

手法を先生方の引き出しの一つとして提案できるよう、本主題を設定した。 

平成２８年４月１日施行の障害者差別解消法では、障害のある人に合理的配慮を行うことを通

じて共生社会の実現を目指しており、学校現場においても、合理的配慮を提供するよう求められ

ている。合理的配慮という用語自体は真

新しいように聞こえるが、学校現場では

ごく日常的に行われてきた配慮（支援）

である。例えば、授業の中で視覚的優位

の児童生徒の特性を生かし、視覚的なツ

ールを用いることや、注意持続が困難な

児童生徒においては、切り替えの多い授

業内容にするといったものである。こう

した授業形態は、個々に寄り添った支援

として効果的であったことが数多く報告

されている。近年発達障害の可能性のあ

る児童生徒を含む学級の全員が楽しく学

び合い、「わかる・できる」授業を目指し

た「授業のユニバーサルデザイン」が提

唱されている。その中には、これまで配慮と呼ばれていたものが含まれていることが多い。桂

（2011）は、授業の組み立てとして、焦点化、視覚化、共有化の３つの視点をもつことを提唱し

ているが、「本来は目の前の子どもに合わせて独創的な視点や手立てをつくっていくことが大切で

ある」とも述べている。しかしながら、実際の現場では、どの児童生徒にどの支援方法を当ては

めてよいか分からず、結果として反復練習させるなど単一的な方法で対応していることも少なく

ない。これは、個に応じた支援という合理的配慮の視点から考えると憂慮すべき点である。 

研究概要  

本研究部は「一人一人のニーズに合った教育相談的支援をふまえた授業」と「誰にでもできる

簡単なスクリーニングのコツ」について、授業実践を通して研究した。一人一人のニーズに合っ

た支援では、東京学芸大学教授 小笠原 恵先生、簡単なスクリーニングのコツでは、所沢市立教

育センター教育相談室の染谷 怜 臨床心理士にも御指導、御助言いただきながら、検証を進めた。 

本研究の〈キーワード〉 

教育相談的支援  スクリーニング  個別支援  発達障害  不登校  小中連携  

合理的な配慮   授業のユニバーサルデザイン   

 



  本研究部のこれまでの研究では、通常学級における合理的な配慮について授業実践を行い、そ

の結果、特別支援学級における個への支援で効果のあった「時間や板書の構造化」や「短い言語

指示」が通常学級の児童生徒にも有益な支援であることが示唆された。また、一斉授業における

指導についても同様の見解が認められたが、小貫・桂（2014）が三段構えの指導（図１）で提唱

しているように、個に特化し焦点を当てる指導も必要であろうと考え、昨年度は、個の課題に応

じて「学びやすい環境に焦点を当てた学級経営、授業形態を工夫した学び合い、アセスメントを

活かした個別支援」という３つの視点から、授業の中で通常学級における合理的配慮を検証した。

学習のゴールをイメージできるような手本の提示や誰もが質問できる学級の雰囲気づくり、ICT

環境の整備などソフト面とハード面の両方の側面から支援を行った。その結果、個を含むすべて

の児童生徒が安心して授業に取り組むことができるようになった。これらの研究から、通常学級

における合理的配慮は集団にも大いに有効であること、個への支援を見いだすには、児童生徒一

人一人へのより深い見立てや理解が大切であることが分かった。そこで、２年目の今年度は、配

慮を要する児童生徒により適切な支援が行えるよう、授業を通して児童生徒の特性を見立てるス

クリーニングの方法を研究した。また、教育相談的手法の支援を継続して検証することで、本人

により適した支援になっているかを確かめながら、見立てに即した支援のポイントについても研

究した。本年度の研究員の構成は、小学１年、小学６年、中学３年の担任ということもあり、入

門期や小中連携の視点からも主題に迫っていくことができるものと考え、児童生徒の特性を正確

に見立てることで、児童生徒の現在の困り感だけでなく、今後の課題となりうることも見通し、

適切な支援を見いだすことを目的とした。 

 

Ⅲ 研究の方法及び内容 

 

１ 研究の計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H28

課題の設定

実践

課題の再設定

H29

課題の設定

実践

まとめ

個に対する

支援

正確な見立て

（スクリーニング）

継続した支援

構造化された授業

小中連携の視点

 

合理的
配慮

学びやすさ

（学級経営）

学ぶ工夫

（学び合い）

個の支援

（アセスメント）

 



２ 研究の方法と内容 

（１）授業の実践 

   初年度は、各学級に在籍する児童の課題に焦点を当てた授業実践を行い、通常学級における 

合理的配慮の在り方について研究した。 

○小学１年生「算数」：書字が苦手な児童に対し、個に応じた書字の工夫を検証 

○小学４年生「社会」：保護者の文化圏が異なり言語や学習の遅れが見られる児童が学びや

すくなる学級づくりや授業形態を検証 

○小学５年生「国語」：学習に躓きのある不登校傾向の児童に対し、学び合いなどの工夫を

取り入れた授業の検証 

２年目は、全体指導における具体的な支援や個に応じた支援の在り方を継続的に研究した。

その際、小学６年生と中学３年生の授業実践を通して、小中連携の視点での支援も含めた研究

を行った。 

○小学６年生「算数」：低学力や不登校傾向の児童に焦点を絞った教育相談的支援の継続的

な検証 

     ○中学３年生「外国語」：すべての生徒が「できた・分かった」を味わうことができる、構 

造化された授業の検証 

（２）スクリーニングの実践、及び支援のためのチェックシートの作成 

はじめに、臨床心理士から児童生徒の見立て方「誰にでもできる簡単なスクリーニングのコ

ツ」を学んだ。それをもとに、市内３校（小学１年生２５４名、６年生１５０名／計１２学級）

計４０４名のスクリーニングを行った。そこで、小学 1年生の入門期と小学６年生の卒業期と

いう節目の時期に、どのような視点で児童を見立てていくことが必要になるかを研究した。そ

の際、臨床心理士の見立ても同時に行うことで、研究員自身の見立ての裏付けが取れ、「誰にで

もできる簡単なスクリーニングのコツ」を身に付けることができた。 

最後に、（１）とスクリーニングの実践をもとに、児童生徒を見立てるポイントを「気になる

児童生徒」として１８に絞り、『気になる児童生徒への支援チェックシート』を作成した。各校

の先生方に聞き取り調査を行い、実際に行っている支援を簡潔にまとめ、基本となる手立てと

して提案できるようにした。（資料１） 

 

Ⅳ 実践例 

  実践例１ 小学１年生 書字の困難な児童に対する支援の工夫 

（１） 文字を書くことへの児童の抵抗感を減らし、学習意欲を高める工夫を行った。 

課題 手立て 変容 

書字困難 

（小１） 

・視写が 

難しい 

授
業
前 

・薄い線をなぞることを増やし、形
を模写する機会を増やした。 

・授業への意欲が高まり、挙手をよ
り多くするようになった。 

授
業
時 

・児童と同じノートに板書内容を書
き、書画カメラで映すことで、見
たままノートに写すことができ
るようにした。 

・書画カメラを使うことで、濁点や
音節を間違えずにノートのマスに
書くことができるようになった。 

授
業
後 

・書字の学習の際に「とめ・はね・
はらい」が不適切なものがある場
合に、薄い字で正しい字を書き、
それをなぞるように指導した。 

・筆順にこだわらず形を重視し、正
しく書けたものに対し、称賛する
ことで書字に対する抵抗感を減
らした。 

・褒められる機会が増えたことで、
書字に対する抵抗感を示すことな
く、積極的に取り組む姿勢が見ら
れるようになった。 

・バランスの整った字は、まだ難し
いものの、複雑な形の字も書ける
ようになった。 

 



（２）児童の書字の課題に合った支援を検討し、授業時に支援を行った。 

課題 手立て 変容 

書字困難 
（小１） 
・弱視の 
診断あり 

授
業
前 

・学習内容をあらかじめ提示して 
おく。 

・座席を黒板の近くにし、見やすく
する。 

・授業への意欲が高まり、挙手が  
積極的になった。 

授
業
時 

・児童と同じノートに板書内容を書
き、手元に置かせ、そのまま写す
ことができるようにする。 

・書字より思考を重視した課題（算
数など）に関しては、書く内容を
厳選した。 

・手元で見ながら書き写すことで、
スムーズに書くことができた。 

・プリントを選択させることで、写
しやすいものを選んで使えるよう
になった。 

授
業
後 

・自力で書字できる内容を増やし、
負荷が多い時は、書かなくてもよ
い部分を示した。 

・自分の考えを、支援なく書けるこ
とが増えてきた。 

 

9月の算数ノート 1月の算数ノート 

  

10月の国語ノート 1月の国語ノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践例２ 小学４年生 保護者の文化圏が異なり言語や学習に躓きのある児童、学習の遅れや

自己肯定感の低さが見られる児童が学びやすくなる学級づくりや授業形態 

（１）言語や学習の遅れのある児童に対して、教材教具を工夫したり、グループ活動を取り入



れたりして、意欲的に学習に取り組めるよう支援を行った。 

課題 手立て 変容 

低学力 
・コミュ
ニケーシ
ョン能力
が低い 
（小４） 

授
業
前 

・宿題について家庭と相談し、取り
組むことができる量だけ出すよ
うにする。 

・座席を配慮する。（教師の指示が
通りやすい場所、本児とよい関係
を築けている児童と同じ班） 

・見通しを持てるように、図や写真
で提示する。 

・興味や関心のあることは意欲的に
取り組めるので、称賛する。 

・宿題に取り組めなかった日でも安心
して登校できるようになった。学校
で残りの宿題を意欲的に取り組むこ
ともできた。 

・安心して活動できるようになり、苦
手なことにも少しずつ意欲的に取り
組むことができるようになった。 

・身の回りの整理整頓ができるように
なってきた。 

授
業
時 

・必要な資料をすぐに探せるように
図書資料に付箋を貼り、目印をつ
けておく。 

・ペア学習を取り入れる。 

・興味を持って意欲的に活動に取り
組めるよう、あらかじめ資料を提
示する。 

・付箋を目印に必要な資料を見つける 

ことができた。 

・安心して学習に取り組むことができ
意欲的に活動することができた。 

授
業
後 

・１週間ごとに目標を立てて生活さ
せ、一緒に振り返りを行う。 

・係活動を積極的に行わせ、活躍す
る場を設ける。 

・振り返りをすることで自己肯定感が
高まり、意欲的に生活できるように
なり、友達とも協力しながら活動で
きるようになってきた。 

（２）自己肯定感が低い児童に対して、自分と他者の存在を認め、誰もが大切にされるべき存

在であるということに気がつけるような学級づくりを行った。 

課題 手立て 変容 

低学力 
・言語の遅
れ・コミュ
ニケーシ
ョン能力
が低い 
（小４） 

授
業
前 

・課題の量を減らし、スモールステ
ップで取り組ませる。 

・自分の言葉で伝えられないとき
は、身振り手振りを入れながら会
話させる。 

・座席を配慮する。（同上） 

・少しずつだが、安心して学習に取り
組めるようになってきた。 

・身振り手振りを加えながら、会話が
できるようになってきた。 

授
業
時 

・必要な資料をすぐに探せるように
図書資料に付箋を貼り、目印をつ
けておく。 

・ペア学習を取り入れる。 

・教師のモデルを示す。 

・使いやすいワークシートを選ば 
せる。 

・意欲的に学習に取り組もうとしてい
た。 

・ペア学習を行ったことで、近くの友
達の活動を参考に取り組むことがで
きた。 

授
業
後 

・係活動などの活躍の場を設ける。 

・個別に支援する。（授業はＴ２に
入ってもらう、できなかった課題
は休み時間に取り組ませるなど） 

・授業の振り返りをさせる。 

・学級での居場所を見つけることがで
き、友達と協力しながら活動してい
る。 

・学習内容が定着するようになってき
た。 

 

 

実践例３ 小学校５年生 学習に躓きのある不登校傾向の児童に対する、学び合い等の工夫 
       

 



実践例３ 小学５年生 学習に躓きのある不登校傾向の児童に対する、学び合い等の工夫 

（１）登校しぶりのある、学習の苦手な児童に対して、安心して登校できる学級づくりを行い、

活躍できる場を設けた。 

（２）低学力で学校をやすみがちな児童に対して、学習への抵抗感を軽減するためにスモールス

テップでの学習や家庭学習に取り組ませた。 

 

 

 

 

 

 

 

課題 手立て 変容 

登校しぶり 
（小５） 

授
業
前 

・週２～３日、担任が自宅まで迎え

に行くようにする。 

・座席を配慮する。（本児とよりよ

い関係の児童を同じ班にする） 

・宿題については本人のできる範囲

にする。 

・運動会後、一人で歩いて登校できるよ
うになってきた。 

・安心して学習に参加できるようになっ
た。 

・約束した分の宿題をやるようになっ
た。１月後半からは、ほぼ全部の宿題
をやるようになった。 

授
業
時 

（学級全体に対し） 

・学び合い（ペアやグループ学習）
を多く取り入れる。 

・発表の機会を多く取り入れる。 

・褒められ、認められる機会を設 
ける。 

・友だちとの関わりが多くなり、自分か
ら考えを発言したり、友だちの意見を
聞いたりする姿が見られるようにな
った。 

・友だちから称賛されることで意欲的に
取り組むようになった。 

授
業
後 

・友だちとの関わりの中で、間違っ
た行動をしているときは、すぐに
指導して自覚させる。 

・称賛を本人に伝える機会を持ち、
児童の行動を価値づける。 

・自分の行動に気づき、自己コントロー 

ルしようとしている様子が見られる
ようになった。 

・自分の考えや行いを自覚して、行動で
きるようになってきた。 

課題 手立て 変容 

低学力 

（小５） 

授
業
前 

・簡単な問題をプリントで復習させ

る。 

・学習への不安を取り除くことで、安心

して学習に取り組めるようになった。 

授
業
時 

（学級全体に対し） 

・授業の始めに、簡単な問題をプリ

ントで復習させる。 

・学び合いを取り入れる。 

・全体に指導したあと、個別に確認

し、課題に取り組ませる。 

・個別指導で問題の解き方が分かるよう

になると進んで学習に取り組んだ。 

・分からないことを聞いたり、分かった

ことを友だちに伝えたりする姿が見

られるようになった。 

授
業
後 

・簡単な問題を個別プリントで復習

させる。（自主学習ノートの活用） 

・休み時間にできなかった課題に取

り組ませる。 

・進んで課題に取り組むようになった。 



実践例４ 小学６年生 不登校傾向など、児童の課題に焦点を絞った支援の継続的な検証 

 

       

学習 

活動 

教師の発問（Ｔ１、Ｔ２）児童の反応例（C）と手立て（➡）、留意点（☆）、評価基準□ 

配慮が必要な児童への手立て（◆）すべての児童への教育相談的な支援（★） 

①問題

場面

を知

る 

 

 

 

②課題

をと

らえ

る  

 

 

◆Ｔ２：学習の準備をＴ君に声をかける。 

☆三角柱を提示し、その体積を求めることを伝える。 

Ｔ１：前回、四角柱の体積を求めました。では、三角柱の 

体積は求められるかな。（略） 

☆前時の学習内容を使えば問題が解決できそうだという見通しを 

もたせる。 

 

③自力

解決

する 

解く Ｔ１：三角柱の体積の求め方を考えよう。 

◆Ｔ２：Ｔくんに声かけをする。課題に入れたことを確認する。 

◆Ｔ１：Ｙくんに声かけをする。課題に入れたことを確認する。 

＜考え方①＞ 

Ｃ：直方体の半分の体積とみると、 

  ４×６×５÷２＝６０ 

➡立体模型や図を提示し、縦４ｃｍ、横６ｃｍ、高さ５ｃｍ 

の直方体の半分であることを確かめさせる。 

＜考え方②＞（略） 

☆ヒントコーナー（自力解決が難しい時は教室後方のＴ２のもとへ行く） 

◆Ｔ１：Ｔくん、Ｙくんにヒントコーナーへ行くよう声をかける。 

Ｔ２：直方体の体積を使って三角柱の体積は求められないかな。 

四角柱の体積の求め方を思い出してみよう。 

④考え

を発

表し

合い、

話し

合う 

☆それぞれの考えから出てきた式を比べ、話し合わせる。 

Ｔ１：２つの式を比べて、気付いたことはありますか。ノートに書きましょう。 

Ｔ１：隣の友だちと相談しよう。 

４×６×５÷２＝６０ 
 

６×４÷２×５＝６０ 
 

☆式を読むことに抵抗を感じる児童も多いので 

図と対応させながら丁寧に扱う。（以下略） 

課題 三角柱の体積の求め方を考えよう。 

問題右の図のような三角柱の体積を求めましょう。  

 

◆T1 が全体指示を出しやすい
よう T2が個別支援を行う。 

★視覚的に問題を捉えること
ができるようにするために、
図を提示する。 

★黒板に掲示してあるものと
同じ図が書かれたプリント
を児童に配布し、気付きを書
き込みながら活動ができる
ようにする。 

底 面

積 

高さ 

★発話が難しい場合は、友だちの意見を

聞いたり、指で図を指したりして、表

現してもよいことを伝える。 

★相談が終わったペアから座る。 

T1 が机間指導をしている間、T2 は

自力解決が難しい児童を「ヒントコー

ナー」に集める。 

◆ヒントカードを用意し、問題が解け

ない児童の思考の手助けをする。 

◆ヒントはレベル別に２、３個用意し

ておき、解き方が分かったら、自分

の席で問題を解くようにする。 

◆ヒントコーナーに来た児童を褒め、

安心してヒントをもらえるような

雰囲気をつくる。 

（後述のＴくんの算数ノート） 
少しずつ、マス目に沿って書けるよう

になってきた。児童の上手に書けたノー
トはコピーして、「花丸ノート掲示板」
に掲示している。担任からコメントを添
え、他の児童の目に触れるようにしてい
る。 



実践例４の学級における児童への具体的な手立てと支援を継続した後の変容 

 

課題  手立て 変容 

不登校傾向 

（Ｙさん） 

 

小５の２学
期から不登
校傾向。小
６は頑張っ
ている。自
己肯定感が
低い。学力
は高い。 

 

（１１月よ
り教育セン
ターと連
携） 

授
業
前 

・座席を配慮する。（よい関係の児童を隣の席や

同じ班にし、安心して登校できるようにする。） 

・朝、体調や気分について声かけする。 

・担任や友だちに声をかけられること

で、安心して登校できるようになって

きた。 

授
業
時 

・ペア等での学び合いや発表の機会を増やす。 

・認められる機会を設ける。 

・友だちと認め合うことで、安心して学

習に取り組めた。 

授
業
後 

・授業での頑張りを認め、教師が声かけする。 ・安心して学習に取り組めた。 

そ
の
他 

・放課後、保護者の方に、今日の様子と頑張りに

ついて電話で伝える。 

・就寝時間が遅く、朝起きられないことが多いの

で、寝た時刻と起きた時刻を書き込む表を作

り、登校後に教師と一緒に書き込ませる。 

・遅刻してどうしてもクラスに入れない場合は、

養護教諭と連携を取り、１時間程度、保健室で

話をする。 

・教育センター教育相談室の相談員と連携する。 

・保護者の方からも本人を認めてもらえ

るようになってきた。 

・就寝時刻は変わらず、遅刻が多いので、

家庭との連携が必要である。 

・気持ちを落ち着かせてから、安心して

教室に入れるようになった。 

・校外の方と話をすることで、前向きに

物事を考えられ、面談の翌日は明るい

表情になっている。 

課題  手立て 変容 

書字の困難 

集中力△ 

（Ｔくん） 

 

集中の持続
が難しく、
分からない
課題は投げ
出してしま
う。ノート
は、マス目
に沿って書
くことが苦
手。机の上
や中はいつ
も乱雑。 

授
業
前 

・授業の準備を確実にできるよう声かけする。 

・座席を配慮する。（担任の指示が通りやすい黒

板の前） 

・漢字の学習では、担任が事前にノートに枠を書

いたり、複雑な漢字はいくつか赤ペンでなぞり

書きをしたりできるようにした。 

・ノートの書き始めが早くなった。 

・授業に意欲がもて、挙手ができるよう

になった。 

・自分の力でやり遂げたい気持ちが強

く、なぞり書きを嫌がるようになっ

た。 

授
業
時 

・筆順にこだわらず、正しく書けた字を称賛する

ことで、書字に対する抵抗感を減らす。 

・算数の計算問題は、マス目に沿って書けるよう

１問ずつ丁寧に取り組めるようにする。 

（問題番号を担任がノートに書き入れておく） 

・板書を写すのが難しい場合は、担任が予め板書

を書き込んだノートを横に置き、手元を見て書

き写せるようにする。 

・バランスの整った字を書くのはまだ難

しいものの、褒められる機会が増え、

積極的に取り組む姿が見られた。 

・１マス空けて次の問題を書くという作

業はまだ難しいが、問題番号を書き入

れることで、書き始める場所が分かり

やすくなった。 

授
業
後 

・複雑な漢字や間違った漢字については、ノート

の隅に正しい漢字と間違った漢字を書かせ、違

いを視覚的に捉えられるようにする。 

・視覚的に捉えることで、自分で間違い

に気付き、直すことができた。 

 

課題  手立て 変容 

学習全体に

遅れあり 

（Ｙくん） 

 

場 面 緘 黙

で、１対１

の学習にな

ると話せな

くなること

が多い。 

かけ算やわ

り算、作文

が苦手。 

授
業
前 

・授業の準備を確実にできるよう声かけする。 

・座席を配慮する。（担任の指示が通りやすい場

所、よい関係を築いている児童と同じ班） 

・学習全般に遅れがあるため、宿題は家庭と相談

し、取り組める量だけ出すようにする。 

・ノートの書き始めが早くなった。 

・気になった時に担任がすぐに声をかけ

に行くことができるので、授業への集

中が高まった。 

・安心して宿題に取り組めるようになっ

た。 

授
業
時 

・ペア学習を取り入れる。 

・算数では問題数を減らし、図や記号、色を使い

ながら１問ずつ丁寧に解いていく。 

・Ｔ２が個別支援をする。 

・図や記号、色を使うことで、視覚的に

問題を理解することができるように

なってきた。問題の解き方をパターン

化することにより、スムーズに取り組

めるようになった。 

授
業
後 

・休み時間にできなかった課題には、担任や友だ

ちと一緒に取り組む。 

・友だちと一緒に学習することで意欲的

に取り組めるようになった。 



実践例５ 中学３年生 すべての生徒が「できた・分かった」を味わうことができる、構造 

化された授業の在り方の検証 

単元名 Sunshine English Course3 POWER－UP Speaking 電話② 伝言を受ける 

（１） 本時の目標 電話での会話を聞いて、伝言メモをとることができる。（１／２時間）    

過

程 
主な学習活動 

○指導上の留意点   ☆教育相談的な支援  

◆評価（観点）【評価方法】 

 

導

入 

あいさつ 

歌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダンガンインプットを行う 

→ペアでの会話練習活動 

（隣・前後でのペアを日替わり） 

お互いのプリントを交換し、相手が読んだ回

数をチェックしていく。 

相手が読めないところ、わからないところは

ペアが上手くヒントを出してあげる。１人２

分ずつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○英語らしい雰囲気に切り替える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○机間指導し、読めていないところを一緒に練習

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

 

 

 

 

 

本時の目標 

 

 

New Words 

① フラッシュカード（英語）を見なが

ら繰返し３回ずつ→２回ずつ→１回 

② フラッシュカード（英語）を見なが

ら生徒だけで１回読む 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆何度も何度も練習して、記憶に残る
ようにする。 
☆扱う単語の数や難易度、生徒の定着
度に応じて練習回数を調整する。 

☆歌の間に生徒たちの授業準備ができてい
るかを確認する。 
準備が遅くなってしまう生徒も歌の時間が

あるので余裕を持って準備ができる。 

☆教師からだけでなく、生徒同士でわ

からないところを学べる、教え合える関

係を目指す。 

☆「いまどこ？」となってしまったときの
ために、歌詞の列の頭に番号を振って
おき、「次○番だよ」と声をかける。 

電話の会話を聞いて、伝言メモをとろう 

☆まずは単語の「文字」と「音声」を
結びつけ、その後で意味を確認し
て、「文字」と「音声」と「意味」を結
びつける。 

☆自分で目標を決められるの

で、自分の力に合わせて安心

して活動ができる。 



 

 

 

 

 

 

 

③ 日本語の意味の確認 

④ フラッシュカード（日本語）を見な

がらリピート１回 

⑤ フラッシュカード（日本語）を見な

がら生徒だけで１回言う 

 

Listening Activity１ 

①電話の会話の英語音声を聞いて、内容

に関する日本語の問題に答える。 

② ①と同じ音声を聞いて、Script の穴

埋めをする。（Dictation）→答え合わ

せをしながら、それぞれの表現の意味

を確認する。 

 

Listening Activity 2 

 電話の会話内容を聞き取って、伝言メ

モを完成させる。 

 

 

Reading Activity 

 電話の会話内容を読んで、伝言メモを

完成させる。 

 

 

 

 

 

Communicative Activity 

（ア）電話での会話を練習する。 

（イ）歩き回ってペアを見つけ、会話練

習をする。ジャンケンをして、勝

った人がＡ役、負けた人がＢ役に

なる。 

（ウ）練習が終わったら相手のワークシ

ートにサインをしておく。あとで

このサインがポイントになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆電話の会話から必要な情報を的確に聞き取り、

メモをとることができる。（理解）【ワークシー

ト観察】 

 

○早く解き終わった生徒には発展的な問題を用意

しておき、取り組ませる。 

 

 

 

 

 

 

 

◆積極的に相手を見つけ、練習に取り組んでいる

（関心・意欲・態度）。【観察】 

○活動前に十分にリピート練習させ、単語の読み

を机間支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

 

自己評価カードに記入する ○習った文法を使って英作文をさせたり、授業で

学習したことをまとめさせたりして、生徒の言葉

でのまとめをする。 

 

 

 

☆必要に応じて間を取ったり、ゆっくり
読んだりする。 
☆全体での答え合わせの前に、自信
を持って発言できるようにするため、周
りの友達と答えを確認できる時間をと
る。 

☆音声情報から文字情報につなげていく。 
☆全体での答え合わせの前に、自信を持っ
て発言できるようにするため、周りの友達と
答えを確認できる時間をとる。 

☆様々な相手とペアを組ませる工夫 
１．Boys-Ｇｉｒｌｓキャンペーン 
  異性と会話練習すると、ポイントが２
倍になる日。男女間の会話を促す。 

２．Lucky Person 
  ランダムに男女一人ずつをラッキー
パーソンに選び、その人と会話練習
をしたサインがあると、ボーナスポイン
トがつく。日付で選んだり（今日は５
日だから出席番号５番の人など）、そ
の月の誕生日の人を選んだりするの
で、ラッキーパーソンになりそうな人
に進んで話しかけに行く姿も見られ
る。 



【自己評価カード】…授業開始前に生徒に配り、生徒は手元にカードがある状態で授業を受ける。 

（ポイントシート） 

 

 

 

（ふりかえりシート） 

 

☆各活動に応じて、ポイントを獲得した分だけマス

目を塗ることで、学習への意欲喚起を促してい

る。活動項目は、「話す」「聞く」「読む」「書く」の 

４技能と「挙手」「発言」「ゲーム」を入れている。 

☆自分の言葉でまとめることで、授業の理解や定着を

自分自身で確認することができる。 

☆日本語だけでなく、新しい文法を学習した日は、その

文法を使った英作文を書いて自己表現につなげるな

ど、生徒自身に書きたい方法を選ばせている。 

☆１つの単元で１枚のカード

を使うので、学習の積み重

ねを確認することも、再スタ

ートを図ることもできる。 



Ⅴ 研究のまとめと今後の課題 

今年度の成果と課題について先に述べ、本研究のまとめとする。（〇成果 △課題） 

（１）授業の実践を通して 

○学級経営において、授業だけでなく様々な配慮を行ったことにより、学級全体の雰囲気が４

月当初より明るくなった。 

○個に応じた手立てをとることで、児童が自信を持てるようになり、自分から友達や課題に関

わろうとする姿勢が見られるようになった。 

○授業の中で、書字にかける負担を減らすことで、課題解決に充てられる時間を確保すること

ができるようになった。 

  ○日頃の生活や授業の中における何気ない配慮が、教育相談的配慮につながっていると気付く 

ことができた。 

  ○小学校教諭が中学３年生の授業をじっくり見たことで、義務教育のゴールが明確になり、小 

中連携をより意識して授業を行うようになった。 

  △個に応じた支援を中心に考えると、教師が個の児童生徒にかける時間や労力がかかり、能力 

の高い児童生徒や集団まで手が行き届かなくなってしまうことがある。 

  △すべての児童生徒への支援を行うには、授業のゴールや個々の児童生徒につけたい力を教師 

が明確に見極めておく必要がある。 

  △集団の中でのコミュニケーション能力を高めるための配慮や工夫が必要である。 

   

（２）スクリーニングの実践、及びスクリーニングツールの作成を通して 

  ○スクリーニングの実践を通して、児童生徒の見立ての視点を研究することで、児童生徒の特 

長を掴む力がついた。 

  ○小学１年生から中学３年生までの児童生徒の様子を見ることで、発達段階に応じた支援の仕 

方を見通せるようになった。小学６年生がゴールではなく、９年間を見通して生活と学習の 

両面の力を身に付ける必要性があると強く感じた。 

○小学校と中学校における児童生徒への支援の違いはほぼないことが分かった。小中連携を通

じて情報共有を図り、適切な支援を継続することは、中１ギャップを減らす手立ての１つと

考えられる。 

  △スクリーニングを通し、児童生徒の特長を複数の目で確認できる良さを実感できたので、誰 

もが児童生徒を見立てられるように、学年や学校などの組織でスクリーニングの機会をもて 

るようにしたい。 

 

２年間の研究を通し、児童生徒一人一人を理解し、教育相談的手法を取り入れることは、不

登校予防や特別支援教育的な視点からも、すべての児童生徒への支援につながることが再確認

できた。また、支援の効果をより高めるには、一人一人のニーズに合った支援をいかに早期に

行うかが、鍵になることも確かめることができた。さらに、個々の特性に合った支援方法を見

いだした結果、次の共通の支援方法が見つかった。それは、『①認める・褒める②指示は短く

③書いて示す』の３つである。 

ここで示す①は、「児童生徒の実態をありのままに受け止め、本人の中での進歩やよりよい成

長を児童生徒本人に伝える」ことである。②は、「口頭での指示は、誰もが分かる簡単な言葉で

伝える」ことである。③は、「先の見通しを持たせたり、自分自身で確認させたりするために、

指示や見通しを目に見える形にする」ことである。例えば、見通しをもって活動に取り組ませ

るために、あらかじめ具体的にゴールを提示し、「何分までに」「何回」「何をすればよいのか」

といった指示を板書に残すことにした。その結果、一人一人が目指すゴールをもち、安心して



活動に取り組めるようになった。このように、ひと手間かけて３つの共通支援を学年・学級で

行うことで、教師側の負担を減らしながら、個をじっくり見たり、全体を広く見たりできるよ

うになることが分かった。 

さらに、授業に安心して取り組める環境づくりも必要である。例えば、座席の配慮や児童生

徒同士のコミュニケーションの場の設定等、授業を行う前の支援も大切である。また、授業前

には、学習に参加することへの安心感が必要になる。学習内容の理解が深まることで、よりス

ムーズな取組ができるからである。そして、授業後にも、より個に応じた支援が必要になる。

例えば、本人ができたことやできなかったけれど取り組もうとした過程を称賛することで、本

人の行動を価値づけたり、個別の支援から集団活動に戻したり、課題に対する抵抗感を減らし

たりすることができるからである。 

これらのことから、すべての児童生徒にとって、学校生活のあらゆる場面において安心感を

もてることが大切であり、すべての教職員が児童生徒一人一人のより深い見立てや理解を得て

おくことは、児童生徒の安心感の構築に役立つものである。 

今後の課題としては、児童生徒一人一人の特長を掴むだけでなく、個や集団との関わりなど

も多面的に見取ることができるようにしたい。また、児童生徒の人間関係にも焦点をあてた支

援を見いだし、不登校の未然予防につなげていきたい。そして、校内でスクリーニングの機会

を積極的に設定したり、本研究の資料にある【支援の共通ポイント】に取り組んだりすること

の有益性を市内に広げ、「すべての児童生徒への教育相談的支援」につなげていきたい。 

 

引用・参考文献 

・桂聖（2011）国語授業のユニバーサルデザイン 東洋館出版社 

・小貫悟・桂聖（2014）授業のユニバーサル入門 東洋館出版社 

・文部科学省 中央教育審議会 特別支援教育の在り方に関する特別委員会（第３回）配付資料 

 

Ⅵ 資料 

１ 『気になる児童生徒への支援チェックシート』について 

このチェックシートは、児童生徒を見立てる視点を「気になる児童生徒」として、１８のカ

テゴリー（ア～ツ）に分けたものである。目次では、この１８のカテゴリーを、校内でよく見

られる子どもたちの様子として絵と記号に表し、探しやすい工夫を施した。目次の記号をたど

って該当ページの部分を読むと、市内の先生方の引き出し（実際に行っている支援を簡潔にま

とめたもの）を覗くことができる仕組みになっている。 

すぐにでも手を差し伸べたい児童生徒に、どんな支援を行ったらよいか迷った時や、多くの

支援はできないけれど、何か１つ取り組みたい時には、まず【支援の共通ポイント】をしっか

り押さえることをお薦めする。それが、すべての児童生徒への教育相談的支援につながってい

るからである。 

 

２ 合理的配慮について 

 障害者の権利に関する条約「第二条 定義」においては、「合理的配慮」とは、「障害者が他の

者と平等にすべての人権及び基本的自由を享有し、又は行使することを確保するための必要か

つ適当な変更及び調整であって、特定の場合において必要とされるものであり、かつ、均衡を

失した又は過度の負担を課さないものをいう。」と定義されている。 
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資料１ 気になる児童生徒への支援チェックシート 
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気になる児童生徒への支援 

 

 

 

 

1 ⃣ 共通しているもの 

気になること 確認したいこと 
市内の小中学校の先生方が取り組まれている、発達段階に応じた手立て 

スタンダード アドバンス 

ア 

集団行動が苦手 

・就学前の様子 ・ルールの確認をする。 

・活動の見通しを持たせる。 

・目が届く範囲でやや自由度のある活動をさせる。 

・SST※や体育などで体つくり運動を取り入れる。 

・周囲の子に声をかけさせて、しばらく見守る 

※SST→ソーシャルスキルトレーニングの略 

・周囲と折り合いがつき、本人の負担のない範囲

で手伝わせる。 

・単純なことを繰り返し、根気強く伝える 

・理由を話して理解させる。 

・訓練を積み重ねていく。 

 

イ 

行動が遅い 

・本人の困り感 ・時間を伝えるなど、行動の見通しを持たせる。 

・タイマーを活用する。 

・周囲が自然と手伝える雰囲気を作る。 

・教師が集団を優先することで、皆と同じペースで

行動する大切さを本人に意識させるようにする。 

・移動教室の際、時間を意識することができる生

徒に、負担のない範囲で声をかけてもらう。 

ウ  

忘れ物が多い 

・机の周り、自分の部屋の

整理整頓ができている

か確認 

・保護者と本人の関係 

・保護者と連絡を取り、本人の困り感を伝える。 

・連絡帳やメモを活用する。 

・チェックリストを作成する。 

・自分で忘れないような工夫をさせる。 

（例：ランドセルを開いたときに見えるポケットな

ど、自分が忘れないような目につく所に直接書い

たり、メモを入れたりする） 

・進路希望調査等、特別な提出物の場合、鞄を開

けて目立つ所に目立つ物を入れておき、「何で

これが入っているのか？」→「提出物だ！」と

思い出させる。鞄を開けない生徒は鞄の持ち手

など外に普段つけていない物をつける。） 

・保護者と相談し、色付きファイルを活用する。 

・保護者間の横のつながりを促進する。 

【支援の共通ポイント】情報収集⇒支援方針の設定,校内における役割分担,関係機関との連携,助け合える学級づくり（周囲の子どもからのサポート） 

１ 先の見通しを持たせ、指示は短い言葉で伝えましょう。さらに、書いて示すことも有効です。 

２ 目で合図などして本人を認めたり、できたこと・やろうとしたことなど本人の小さな伸びを褒めたりしましょう。 

３「（教職員や周りの子が）困る子」ではなく「（本人が）困っている子」です。子どもたちの気持ちを受け止め、理解しようと心がけましょう。 

そして、保護者とは信頼関係のもと、子どもたちのよりよい成長を一緒に見守る意識で、教職員とは共通理解のもと、組織で支援しましょう。 



エ 

指示理解が苦手 

・聴力の確認 ・見通しが持てるよう、活動の順序等を掲示する。 

・指示内容を可視化する。 

・ネームプレートを活用し、課題の進度を確認する。 

・一斉指示を出した後、個別に指示・確認をする。 

・個別指示をする。 

・板書で指示をする。 

・図をふくめた指示をする。 

オ 

姿勢が悪い 

・視力や生活習慣を確認す

る。 

・学力や意欲 

・体の状態 

・写真や図で示す。 

・「ぐう・ピタ・ピン・サッ」など姿勢がよくなる

校内共通の合言葉で、時々確認する。 

・「○○さん、いい姿勢だね」と他の子を褒める。 

・「具合が悪いの？」と声をかける。 

・隣の人と確認し合う。 

・姿勢が良い時のメリット、悪い時のデメリット

を説明する。 

・姿勢が悪いとどうなるか、具体的になぜそうし

なければいけないかを伝える。 

・前に良いモデルの図をはる。 

カ 

こだわりが強い 

・どんなことにこだわりを

持っているのか、把握す

る。 

 

・１日や１時間の学習の流れを目で見えるように掲

示する。 

・ノートや板書、活動をパターン化する。 

・他の方法を提案したり、全く違う話題を話してみ

たりして、気持ちをこだわりから転換できるよう

にする。 

・周囲の生徒にも価値観（個性）を認めさせるよ

うな話をする。 

・心をほぐす。（話をたくさんする） 

キ 

おしゃべり 

・どういう時におしゃべり

をするのかを把握する。

（一斉指示を出すとき、

静かな場面のときなど） 

・座席位置の配慮をする。（前の方など、声がかけ

やすい場所や集中できる場所にする） 

・何をする時間なのか考えさせる。 

・何度か続けて指名する。（１回だけだと、その後

すぐ安心して喋りだすので） 

・静かになるまで待つ。 

・学級活動などで取り上げ、学級全体で考える時間

をつくる。 

・授業を構造化し、先の見通しを持たせる。 

・約束を決める。（ハンドサイン等を有効に使う） 

・左に同じ 

 



2 ⃣ 生活（対人） 

気になること 確認したいこと 
市内の小中学校の先生方が取り組まれている、発達段階に応じた手立て 

スタンダード アドバンス 

ク 

友だちとのトラブル 

・これまでの出欠席の状況 

・言葉遣いなど人との関わ

り方のスキル 

・前年度の学年や、転入前

の学校での人間関係 

・複数の教員で本人の話を聞き、日頃から様々なサ

ポートをしてもらえるようにする。 

・何が良くて何がだめなのかをはっきりさせる。 

・事前指導をする。（トラブルが起きる前に） 

・SSTを取り入れたり、QU※を活用したりする。 

※QU→学級満足度尺度を図るアンケート調査 

・本人と約束づくりをする。 

・クラス内のルールづくりをする。（話合い） 

・落ち着けるスペースをつくる。（専用別室） 

・お互いの気持ち（逆の立場ならどうか）を考

えるねらいを持った道徳の授業を行う。 

・私が主語（Iメッセージ）の声掛けで伝える。 

ケ  

カッとなりやすい 

・児童への保護者の関わり

方（保護者も同じ傾向が

あるか） 

・落ち着いた声で話をする。 

・落ち着ける場所、冷静になれる場所をつくる。 

・カッとなった時の合図や回避方法を決めておく。 

・「その場を離れる」「深呼吸」などのアンガーマネ

ジメント※の方法を伝える。 

・別室でのクールダウンを促す。 

 

 

※アンガーマネージメント→怒りの感情をコン

トロールすること、その手立て 

コ 

整理整頓が苦手 

・本人の困り度 ・絵や写真で、整理の仕方や手本を提示する。 

・必要な物とそうでない物を一緒に確認する 

・最初は整理整頓を手伝い、少しずつ自分でできる

ようにさせる。 

・「とりあえずボックス」を活用する。 

・「大事な××がゴミになってしまうよ」と伝える。 

・クレヨン・クーピーは道具袋に入れさせる。 

・下校時に引き出しを出させるなど、週１回以上、

整理整頓を行う時間を設けることで、無意識に整

理整頓を習慣化させる。 

・周囲の生徒も手助けできるよう、協力体制を

つくるための話合いを設ける。 

・「とりあえずフォルダ」の活用をする。 

サ 

机の上が乱雑 

・乱雑になる背景を ・整頓の仕方を教える。 

・写真で手本を提示する。 

・授業毎に机の上の物（必要な物とそうでない物）

を確認する。 

・すっきりすることのよさを実感させる。 

・授業前に、周囲と相互確認させる。 

・出すものが少なくなるように指示する。 



3 ⃣ 学習 

気になること 確認したいこと 
市内の小中学校の先生方が取り組まれている、発達段階に応じた手立て 

スタンダード アドバンス 

シ 

低学力 

・友達との関わり方、友人

関係 

・教研式 (SS)を実施した

際、数値を確認（教育相

談部会や就学相談につ

なげるか検討） 

・就学時健診時の様子 

・座席位置の配慮をする。（教師の目が行き届く所・

よい手助けをしてくれる子を周りに配置） 

・個別課題の学習やヒントを活用する。 

・保護者と連絡を取り、宿題等の量を調整する。 

・課題の与え方を工夫する。（簡単な方法で、分か

りやすく、スモールステップで） 

・具体物を使う。（算数や理科には特に有効） 

・段階に応じた課題を提示する。 

・隣の席に面倒見の良い子をつける。 

・反復学習を行う。（漢字練習や視写など） 

ス 

立ち歩きが多い 

・ADHD等の診断の有無 

・故意なのかどうか 

・ルールの確認をする。 

・授業中の約束事を決める。 

・座席の配慮をする。 

・目で合図を送る。 

・複数の教員で支援をする。（T２なども含め） 

・授業の中で、歩いてよい時間を意図的に作ってみ

る。（話し合い活動や作品の見合いの時間等） 

・学年や学校全体で、共通理解を持って指導す

る。 

・落ち着ける場所でクールダウンをしたり、話

をしたりする。  

セ 

落ち着きがない 

・児童の実態（学習能力な

ど）の把握 

・家庭環境や生活リズムの

把握 

・出欠状況 

・就学時検診の様子 

・「落ち着けているね」などの合図を決める。 

・落ち着くまで静かに待つ。 

・指示を板書したり、掲示したりする。 

・活動に見通しが持てるように、はじめと終わりを

明確にする（流れの提示）。 

・活動の内容を可視化する。 

・目を合わせる機会を増やす。（目で叱る、目で

笑う、目でうなずく）→安心感を持たせる。 

・意図的に動く活動を取り入れる。（プリントを

配らせる、カーテンを閉めさせるなど） 

・声の強弱を上手につかって指示を出す。 

・やることリスト（チェック☑付き）を作る。 

・帰りの会などで、黙想を行う。 

ソ 

読み書きが苦手 

・眼球や手の動き、視力な

どに課題がないか 

・教研式 (SS)を実施した

際、数値を確認 

・耳から覚えるよう、音源を使う等の工夫をする。 

・教科書等の本文で１行だけを見えるようにする。 

・なぞって書く活動を多く取り入れる。 

・教科書の文字を拡大する。読み仮名をふる。 

・読んで聞いているところを指でなぞらせる。 

・分かりやすく視覚化する。近くに手本を置く。 

・生徒の実態に合わせ、“読みたい”と思う本を

すすめる。 

・簡単な本で読む習慣をつける。 

・写す練習をさせる。 



・書くマス目や行を大きく（広く）する。 

・作文では、定型文など型を提示する。 

タ 

集中力がない 

・ADHD等の診断の有無 ・机上には、必要な物だけ出すように指示する。 

・教室の前面には、極力掲示物を貼らない（薄い色

目の無地のミニカーテンなどを付けて隠す）。 

・授業の流れをパターン化する（次に何をやるか、

見通しを持たせる）。 

・授業の中で、意図的指名をする。（複数回指名を

し、話を聞く意識を作る）。 

・手指遊びなどの動作を合間に入れる。（主に低学

年） 

・話合い活動などを通して、周囲の生徒にも声

掛け等を促す。 

・授業のユニバーサルデザインを心掛ける（授

業の流れを同じにする）。 

・掲示物は貼る位置や量、色合いに気を付ける。 

・棚にカーテンなどをつけ、注意が散漫になら

ないようにする。 

・本人の集中できる状態を確認する（場所、時

間、教科、活動内容、座席の配置など）。 

チ 

字形が崩れる 

・手先を使った作業の様子 

・学習能力の把握 

・教研式 (SS)を実施した

際、数値を確認 

・なぞって書く活動を多く入れる。 

・正しい鉛筆の持ち方を意識させる。（図や写真） 

・「とめ・はね・はらい」を意識させる。 

・マス目や罫線が入っているものを使う（マス目の

大きさや罫線の太さを工夫する）。 

・個に合った目標を設定し、できたこと、できてい

ることを褒める。 

・ワークシートを工夫する。 

ツ 

不器用 

・学習能力の把握 

・教研式 (SS)を実施した

際、数値を確認 

・一緒に作業をしたり、周囲が自然と手伝える雰囲

気を作り出したりする。 

・活動の時間を多く（長く）とる。 

・指示は、段階を追った細かいステップで、丁寧に

出す。 

・見本を１つ作り、真似してもよいことを伝える。 

・左に同じ 

 


